
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品
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P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

衣言 風螺（きぬこと ふうら）

エンジェルハィロゥ
バロール

FHエージェントB

24歳

無知

親戚と疎遠

加虐

夢

女性

30

家族

0
4
3
1

1
1
0
0
0

1
5
3
1

25
13
13
18
36

3 1
1 4

[FH] 1

FHG-666 射撃
　　

5r+3 6 射撃ダイス+1。見た目はボルトアクションライフル

0 0

バーサーカー
春日恭二（同志）

親戚
コクーン
ディーナ
妹さん
平穏

No.53
親近感
憧憬
同情
誠意

好奇心
幸福感

強化兵
不安
隔意
脅威
憤懣
恐怖
不安

ウェポンケース
コネ：FH幹部

10 2

ワーディング

リザレクト

巨人の斧

天からの眼

因果歪曲

ｺﾝｾﾝﾄﾚｲﾄ:ｴﾝｼﾞｪﾙﾊｲﾛｩ

マスヴィジョン

ピンポイントレーザー

紡ぎの魔眼

時の棺

黒の咆哮

ディメンジョンゲート

魔王の玉座

猟犬の鼻

★
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2

2

1

2

3

1

3

1

3

★

★

★

-
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3

2

３

2

4

2

1

10
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オート

気絶時

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ/ﾘｱｸｼｮﾝ

ﾒｼﾞｬｰ

メジャー

メジャー

オート

オート

メジャー

視界

-

武器

-

-

-

-

至近

視界

-

シーン

自身

-

-

-

-

-

自身

単体

-

自動

自動

対決

対決

対決

対決

対決

自動

自動

対決

-

↓100

-

-

-

100％

-

-

100％

80％

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

攻+lv*3。判定-2D

判定のD+lv

範囲（選択）化。シナリオlv回

C値-lv

攻+[lv*5]

装甲無視。攻-[5-lv]

判定直前使用。判定ダイス+LV個。 1ラウンド1回

判定直前使用。その判定は失敗する。シナリオ1回。

攻+lv*4。判定-2D

私は自由でいたかった———
ただどうしようもなく平穏を望んでいた———
そのために力を使うことの何がいけないの———？

FHに所属する天真爛漫なエージェントの少女。
基本だれに対しても人当たりがよく、明るい性格をしている。
だれに害されることもない、平穏な生活を夢見ているという、テロ集団には加担しそうもない少女ではある。
しかし、一方で自らの平穏を守るためであればオーヴァードであろうと一般人であろうと犠牲とすることにためらいがない。
彼女の両親は幼いころになくなっており、親戚の家を転々として生きてきた。
腫れ物に触るような扱いをうけ、家族の愛情というものを知らず、物心ついた時からともにあった異能の力だけが彼女の味方だった。
少女が一人になったきっかけは、当時住まわせてもらっていた家の主人に無理やりに犯されかけたことである。彼は彼女にとっては初めての自分いやさしくして
くれた人物であり、少しずつ信頼を寄せていっていた人物でもあった。
14歳のある日、彼の部屋に入ってしまい、そこで壁一面に貼られた自分の着替え中やトイレの中での隠し撮り写真を見てしまった。怖くなり部屋から逃げ出そう
としたところをいつのまにか入口に立っていた男に捕まり、犯されかけたのある。
男は外面を取り繕うのがうまく、少女の訴えはだれにも信じてもらえなかった。それどころか男を殺そうとした化け物として追い出された。
一人放浪し、オーヴァードとしての力を使いその日暮らしで生きていた。そんな生活を変えたのがFHにスカウトに来た春日恭二だった。

春日恭二のことは年の離れた兄か叔父のように思っており、家族同然の生活をしていてなついている。
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